












氏     名 永田 功  
学 位 の 種 類       EA 博士（医学） 
A学 位 記 番 号       EA 博甲第  ９１８９  号 
A学位授与年月       EA 平成 ３１年 ３月 ２５日 
A学位授与の要件       EA 学位規則第４条第１項該当 
A審 査 研 究 科       EA 人間総合科学研究科 
A学位論文題目       EA 救急患者・重症患者の急性期病院へのアクセスか
ら長期予後までの検討 -ヘルスサービスリサー
チの視点から- 
A主 査       EA     筑波大学教授 博士（医学） 井上 貴昭      
副 査       EA   筑波大学准教授 博士（医学） 山岸 良匡  
A副 査       EA   筑波大学講師 博士（医学） 山田 武史    

























(結果) 著者は、研究 1では、30 分以上の現場滞在時間と関連した因子は、中毒、マイナー疾患、病院
照会回数、地域(出動救急隊の所属地域)で、年齢は 30 分以上の現場滞在時間と関連した因子ではなか
ったと報告している。研究 2 では、日本の外傷患者の院内死亡率は、年齢や重症度を調整後も 2004 年
から 2013年の 10年間で経時的に減少していたこと、重症外傷患者、65歳以上の高齢外傷患者において
も同様に、院内死亡率は経時的に減少していたことを報告している。研究 3では、75歳以上の高齢患者
































集中治療の終末期医療に関する医療者の意識についていわゆる big data 解析により、現在救急・集中
治療領域で問題となっている諸問題に対して、科学的な視点から解析した良研究である。救急患者の入
口から出口、そして終末期に関して今後検討するべき点を解析した点において社会的意義は大きい。 
平成 31 年 1月 8日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。  
 
